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役
場
へ
の
電
話
は

次
の
番
号
ヘ
ア

◇
昼
間
町
畏
室
（
切
換
四
番

繁
二
課
一
、
経
済
、
財
政
）
四
番

第
一
課
霜
務
、
教
育
氏
生
、
調
査
）

六
四
番

農
桑
蚕
良
会
、
林
産
物
及
び
り
ん
ご

検
査
所
・
六
四
番

◇
夜
間
は
全
部
四
番

罐
る
前
に
は

。
必
ず
火
元
を

点
検
し
ま
し
ょ
う

一
金
木
だ
よ
り
は
毎
月
一
回
発
行
《

《
し
各
世
柄
毎
に
一
部
ず
つ
無
料
》

》
配
付
致
し
て
お
り
ま
す
。
恥

・
さ
も
〃
■
守
β
○
ｑ
Ｄ
ｏ
Ｑ
℃
Ｂ
●
Ｑ
９
Ｏ
■
ｑ
０
Ｏ
ら
も
ｆ
凸
Ｂ
Ｇ
■
＄
■
０
も
巳
■
■
も
＆
◆
Ｇ
Ｂ
●
■
も
Ｄ
Ｐ

公
。
。
、
ク
○
○
口
才
ｕ
ｃ
ｏ
ｏ
己
白
伊
ａ
。
■
守
ら
。
〃
ｑ
●
、
今
臥
も
。
ｑ
も
■
◆
、
ｅ
ｇ
ｇ
、
■
●
■
、
巳
。
■
●

《
発
行
所
金
木
町
役
場
》

《
》

《
印
刷
所
束
奥
日
報
社
《

ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
仰
側
鰻

《

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り

『
道
路
復
興
宝
く
じ
』
は

百
％
消
化
の
好
成
績
を

納
め
ま
し
た

厚
く
御
札
申
上
げ
ま
す､｡旬q句■■､頭｡､●①

一

に
列
席
し
て
疲
れ
て
い
る
と
一
」
ろ
を
花

知
一

爵
§
鷺
、

蹴
和
独
立
第
二
周
年
の
輝
く
新
春
密
が

短
時
日
で
は
あ
る
が
生
れ
故
郷
で
あ
る

わ
が
町
で
過
す
べ
く
需
省
さ
れ
た
津
毘

誠
ハノ

脱
却
し
て
、
新
生
日
本
の
輝
か
し
い
第

敗と 蔀 く赤と
新字こ
た財ろ
な政良
概も好
想今友
0）一成

皇雲箪
に解收

畏曹単
溢れ当
到1，町
堂奎の

告彩fの

鼠扇箪
りぴが
、そで
当のて
町他お
といり
し関、
て係な
も宮お

型願鳶
一．ら省

力勧財

の分す
韓ロ一・

告断
舜行へ
鞍や註

翰
墜擢展
す至一、
。つ差
た押
旨処

一
回
目
の
新
春
種
迎
え
る
に
あ
た
り
、

魂
ん
で
御
祝
飼
申
上
げ
ま
す
。
」
↑

詠
っ
て
昨
年
の
町
行
政
を
ふ
り
か
え
つ

両
四
力
村
の
有
志
者
に
よ
ゐ
招
待
会

蕊
を
去
竺
一
宮
金
木
町
、
中
里
町
等

..･･,･･･..．．.･･･..･･･.．..･･･････｡.ミ

町税滞納；

整理期間；

戦
か
ら
七
竿
聞
占
鍾
卜
か
ｂ
漸
く

み
れ
ば
、
傑
育
所
の
設
超
、
小
中
学
一
う
や
ら
無
率
切
抜
け
て
参
り
ま
し
た
こ
｝
丘

二
二
一
二
一
二
二
一
二
二
一
二
一
一
一
二
二
一
二
一
二
一
二
｜
ニ
ニ
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
二
一
二
一
一
三
二
一
言
二
一
二
二
一
二
一
二
壹
二
一
二
’
一
二
二
一
二
二
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
二
一
三
一
二
一
二
一
一
一

皇
。
●
・
・
．
●
・
・
・
●
・
・
：
●
、
慰
昨
年
十
一
月
十
日

一
納
間
姑
か
農
に
吟
て

蝿
鱗
榊

寺
●
令
●
々
。
・
・
。
・
・
・
趣
や
●
●
・
●
●
設
施
い
た
し
ま
し
た

年
頭
の

二
三
三
言
言
９
．
’
二
二
三
一
言
０
皇
二
三
言
言
・
、
６
．
三
二
三
三
盲
書
り
ゞ
・
一
三
言
二
一
・
・
６
・
《
二
三
三
言
・
ゞ
？
・
二
二
三
三
言
冒
６
．
・
二
三
言
冒
・
？
・
三
一

和
合
と
教
育
に
あ
り

一
月
二
十
日
よ
り
実
施

Ｉ金木
町
踵

一一一一 一

一
一

翁驚異多祷花面
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2､題'､嗜奎農箪玄臘造
金保なはしにのつ
木育けとはお謝き

＃溌蕊：蕊
三に町らばし以すは

箭鴬俄荷噌舌冒豐
完宅もとのよのな
成〃〕のしのうでる
促新はて、なあ敬

進爵息亨線晶雷

田
町
長
が
自
宅
に
訪
問
し
、
昭
墾
羊
．

七
年
度
の
町
政
を
報
告
し
、
新
た
に
迎

え
る
昭
海
千
八
年
震
の
町
政
の
構
想

蓮
説
明
後
あ
ら
ゆ
る
角
匪
か
ら
批
判
検

討
御
指
導
莚
仰
〉
薮
が
ら
対
談
す
る
機

会
を
得
た
の
で
次
に
お
伝
え
し
よ
う
。

招
待
会
で
は
津
軽
じ
よ
ん
か
ら
節
を
唄

っ
た
り
し
て
維
始
上
気
嫌
だ
っ
た
知
事

は
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
で
も
至
っ
て
御

気
嫌
が
主
く
、
町
長
の
塞
苦
し
い
鍾
問

に
も
快
よ
く
次
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ

た
。『

金
木
は
十
年
一
日
④
ご
と
く
、
全
く

進
歩
が
な
い
』
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は

再
審
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
災
害
復
旧
工
事

変
電
所
の
誘
臓
完
成
、
金
木
中
力
間
の

パ
ス
の
卵
通
分
褒
田
橋
ｌ
神
原
（
旧
十

川
川
尻
ま
で
）
築
堤
エ
事
、
更
に
十
一

月
一
千
七
日
に
は
一
千
七
年
匪
産
供
出

割
当
莚
見
塞
菰
す
る
な
ど
町
民
冬
煙
な
ど
砂
仁
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
今

蹴
撫
聯
洲
縦
妙
霧
糾
燃
獅
灘
溌

で
き
る
段
随
に
入
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
一
部
諏
納
者
の
た
め
大
部
分
の
町

民
に
多
大
の
御
迷
惑
麺
か
け
、
町
政
運

港
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
税
完
納
者
か
ら
も
非
常
な

不
平
が
あ
り
、
過
般
の
世
論
鯛
査
に
も

約
七
○
％
の
『
強
制
執
行
や
む
な
し
』

、
吉
終
派
Ｅ
ご
う
Ｊ
、
波
貯
に
踊
稀
は

町知

長事

の
年
頭
対
談
よ
り

３
、
芦
野
公
隅
の
読
覧
雲
の
誘
致
施
設

４
、
町
各
地
膳
に
頁
ろ
災
害
復
旧
工
事

の
促
進

５
、
県
蛍
浮
洲
地
区
排
水
ポ
ン
ラ
設
圃

の
促
進

年
間
に
頁
っ
て
冬
位
の
反
省
と
潔
融
と

に
俟
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
税

の
公
平
花
期
す
る
た
め
一
月
一
千
日
か

ら
二
月
十
五
日
の
間
を
『
町
税
辮
納
惑

蝿
期
間
』
と
し
て
町
税
糊
納
を
一
掃
す

る
こ
と
に
な
ゆ
決
定
い
た
し
ま
し
た
か

ら
御
協
力
下
さ
る
よ
う
切
望
い
た
し
ま

す
。
（
註
）
蒲
納
者
に
は
『
差
押
処

寺
ハ
一
計
配
１
Ｊ
脈
Ｉ
ゞ
一
第
一
に
要
号
曾
と
順
潰

勇
一
庭
は
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
堤
つ

当
牟
豊
』
な
旦
量
だ
と
層
・
町
内
一
て
超
つ
く
き
若
き
子
弟
の
教
寵
あ

の
隅
々
ま
で
、
み
て
歩
け
ば
よ
く
解
る
る
。

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
発
展
性
が
な
い
し
」
も
い
わ
れ
て
い
－
と
考
え
て
い
る
。

る
よ
－
つ
だ
が
そ
れ
も
当
ら
な
い
と
思
う
一
第
一
の
『
和
合
』
に
よ
る
発
展
し
い
う

町
長
稚
函
・
心
に
町
の
み
な
さ
圭
や
各
種
こ
と
は
唯
単
に
小
さ
な
金
木
町
や
」
と

画
体
お
よ
び
各
機
蝿
が
要
ロ
薮
し
て
だ
け
で
な
く
、
大
き
く
嘉
題
粂
以

糊
識
鑪
峠
耀
朧
雑
閉
一
鮮
編
牒
睦
舗
濡
畦
瀦

し
な
く
な
る
号
匡
憾
じ
て
い
る
〕
考
誕
そ
し
て
町
自
体
生
産
と
号
一
」

我
依
金
木
牟
離
塾
し
今
年
恒
八
年
自
に
と
ば
あ
ま
り
期
待
の
出
来
な
い
筐
は

な
る
が
、
生
れ
故
郷
証
あ
る
こ
の
町
と
一
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
附
近
町
村
の
笹
兵
力

錐
蕊
濁
蕊
群
塁
蕊
蕊
織
饗
鼈

…
。
ｆ
’
且
ｆ
冊
旧
４
岬
●
ｆ
Ｐ
ｌ
咽
咀
旧
咽
旧
旧
咽
ロ
ー
■
ｄ
０
Ｒ
ワ
皇
Ｔ
１
４
Ⅱ
０
０
Ⅱ
Ｔ
４
■
０
台
ロ
■
■
Ｕ
ｇ
１
■
０
Ⅱ
９
１
■
Ⅱ
。
且
７
口
Ｏ
ｇ
Ｂ
Ｂ
６
Ｉ
９
Ｄ
ｌ
‐
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
０
ｈ
山
川
Ⅲ
腓
ｌ
‐
ｒ
ト
ー
ｒ
‐
Ｐ
０
■
１
０
０
“
ｒ
‐
や
ｊ
○
０
１
０
０
凸

一
』
』
二
一
二
二
三
二
一
一
二
二
一
二
一
一
二
二
一
言
一
一
一
言
一
一
二
一
言
一
室
一
二
一
言
一
コ
一
二
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
二
一
一
三
二
一
三
二
一
言
二
一
二
一
二
二
一
・
二
一
一
二
一
一
雲
二
一
一
一
二
一
二
一
二
二
一
二
一
一

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
今
更
申
す
ま
一
木
年
は
終
戦
後
最
大
の
苦
難
の
年
で
は
一
視
鴎
党
に
解
え
る
も
の

篭
鑑
識
舗
蕊
識
舗
鱸
蕊
灘
繊
識
恩
、
紙
蒼
、
テ

礒
町
憾
驚
二
髄
雫
畿
：
悪
霊
燕
議
無
職
灘
織

お
り
ま
す
。

｜
全
焼
の
災
厄
に
よ
り
、
財
政
面
の
一
過
迫
の
奮
蕊
と
致
し
ま
す
。

一
蓋
り
、
霧
農
薯
里
の
鷲

田
一
■
■
■
■
８
８
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
川
●
０
０
１
１
１
‐
凸
報

た る

篦鬮
施小
股と堂
の校
補の

蕊蕊
蕊鍔
のそ

雛

期が
解山
決積
処し
理て
にお
はり
挙ま
町す
一が
致、
察こ
にれ
当力I
ら早

しえ
かな
しい
なと
がこ
らろ
賭で
股あ
のり

滴ま

需或
ら
み
て

自
治
行
政
を
町
民
の
友
楠
と
岼
意
一
で
自
治
行
政
に
お
け
る
広
報
は
、
統
率
と
一

形
成
さ
せ
る
と
共
に
町
民
の
傭
細
』
理
一
服
従
、
上
下
か
ら
く
る
宣
伝
通
報
の
考
一

灘
縦
灘
蝿
灘
鯨
洲
郷
鰯
鯛
燃
一

堂
を
推
進
さ
せ
る
手
段
と
な
る
べ
峯
も
視
敏
に
訴
え
る
も
の

の
で
、
そ
の
対
設
は
主
と
し
て
町
署
蘭
、
雑
時
曜
新
蝿
ポ
ス
タ
ー

柵
鮴
辮
鯏
鮴
黙
一
錨
楴
端
総
犀
輔

他
官
公
庁
及
び
関
係
機
関
・
貢
覇
一
註
現
在
利
用
し
て
い
る
も
の
に
は

道
擬
関
・
自
治
行
政
の
対
馥
』
な
一
太
字
（
以
下
同
じ
）
を
し
ま
し
た

↓
勺
甸
体
・
農
民
商
工
簗
者
・
杙
《
全
一
が
で
の
他
告
知
板
、
回
跨
板
等
を

股
。
一
一
利
用
し
て
い
ま
す
。

二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
《
一
一
一
一
一
一
一
壷
』
一
一
一
■
■
一
一
一
■
二
一
一
一
凸
戸
一
一
三
口
一
一
一
一
一
幸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
Ｐ
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
■
一
一
一
一
■
一
一
一
画
■
二
’
一
二
■
↓
一
一
一
』
一
一
↓
”
一
一
一
一
・
』
一

臓
哩
院
繩
熱
皿
確
琴
柱
一
柵
維
淵
垂
線
熱
綿
縄
一

銭
蕊
鯛
溌
濃
一
て
み
議
し
よ
う
。

い
る
の
だ
が
、
私
の
家
族
の
こ
シ
ご
共

に
、
金
木
闇
私
の
念
顕
か
ら
袋
し

て
離
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
金
木
町
の
発
展
は

一』

金
木
町
広
報
委
員
会
発
足

期
待
さ
れ
る
今
後
の
活
躍

の
‐
酢
葺
を
も
だ
ま
し
て
こ
れ
力
復
に

エ
事
も
大
体
に
お
い
て
完
成
花
み
る
に

至
っ
た
次
第
で
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
堪

鷲
綴
蔚
の
津
嘉
り
ま
綴
賑
え
る
も
の

螂
識
碩
蕊
噸
鵬
潅

町
民
各
位
の
御
孤
解
と
御
協
力
と

の
、
昨
年
を
も
ち
ま
し
て
こ
れ
が

一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
】
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
《
一
一
一
一
画
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
戸
・
一
一
一
二
一
一
一
一
一
三

そ
う
か
と
申
し
て
生
走
面
を
お
ろ
そ
か

に
せ
よ
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。

束
の
連
山
に
は
『
ひ
檸
陰
の
美
林
を
有

し
、
木
材
工
業
、
特
に
『
ひ
砕
陰
を
主

体
に
し
た
加
工
業
は
有
望
で
あ
り
、
そ

し
て
よ
り
以
上
の
発
展
を
図
ら
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
ニ
ノ
凸
〃
‐
ヨ
ィ
ト
ノ
一
・
句
、
〆
、
‐
ピ
ブ
と
二
司
壹
／
号
「
１
０
ｓ
’
１

ま
た
『
か
め
』
七
輪
す
り
鉢
等
に
適
一
ダ
ム
の
建
設
も
不
可
能
で
な
い
と
考
え

し
た
土
の
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
竺
て
い
た
故
人
津
星
空
民
等
の
計
両
を

群
繊
鮮
湿
縄
號
静
と
一
認
浬
溌
囎
軽
騨
纈
鄙
一

す
る
喜
良
市
、
川
倉
）
の
水
田
化
と
い
一
化
と
趣
源
の
獲
得
は
、
夢
な
ら
ぬ
現
実

嬢
轤
羅
詮
誰
砿
罵
蕊
べ
鶉
艫
菌

歩
”
繊
漉
す
る
ダ
ム
の
適
地
の
問
題
が
一
か
ろ
う
か
。

墨驚きｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

鮮
鰹
奄
蕊
纈
測
鍔
撫
聯
撫
鱗
睡
一
》

馴
一
撫
服
蠅
削
鯛
一
獺
で
お
り
ま
す
．
葱
に
鰡
待
下
一
陸

二
一
一
画
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
戸
・
一
一
一
二
』
一
一
一
一
口
「
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
↓
一
一
一
三
一
一
一
二
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
画
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
一
一
一
一
学
一
一
一
一
再
』
一
一
一
章
一
一
一

現
在
の
鹿
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
必
然
だ
。

Ｔ
■
ｌ
ｊ
１
１
Ⅱ
ｆ
ｌ
６
■
Ｉ
Ｉ
ｇ
Ｉ
ｇ
■
０
１
０
０
Ｊ
０
口
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
ｌ
Ｂ
ｒ
Ｉ
卜
ｂ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｐ
１
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
ｂ
ｒ
↓
Ｊ
１
■
１

‐
ｊ
４
Ｉ
ｉ
。
ｆ
・
１
１
Ｐ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
１
１
Ｊ
０
ｊ
０
１
Ｂ
■
Ｕ
■
Ⅱ
０
６
６
１
８
Ｊ
●

秘

剣
α
墹
菅
負
と
し
て
辱
く
力
唯
気
虎
巾

て
い
る
わ
が
町
の
農
業
も
、
岩
木
川
の

》
水
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
、
そ
し
て

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
広
報
活
鋤
は
町

教
育
葬
員
会
の
社
会
教
育
面
の
仕
班
と

も
共
通
し
た
件
賀
を
も
っ
て
お
り
ま
す

痙
溌
潔
騨
蕊
側
一

鐸
議
蕊
謎
雛
型

も
共
通
し
た
件
賀
を
も
っ
て
お
り
ま
す
一

週
展
ｋ
、
逆
苧
啄
毎
日
受
今
一
ｔ
堺
跨
便
’
一

委
員
葛
西
璽
丸
、
高
橋
元
彌
、
中
谷

金
舸
郎
、
山
田
勝
見
、
白
川
常
守
、

斎
藤
昭
三

金
木
だ
よ
り
編
栗
係
工
藤
栄

さ
い

を
し
て
い
た
頃
、
既
に
あ
の
場
所
を
適

地
と
し
金
木
原
野
の
美
田
化
を
計
画
し

て
い
た
人
で
あ
る
が
、
感
慨
無
域
の
も

の
が
あ
る
。

の
子
郷
池
の
こ
と
に
は
私
が
県
会
確
寅
一

米
の
鰹
敵
地
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ

識
演
会
、
歸
明
会
、
座
板
金
、
酎
醗

会
、
ラ
ジ
オ
、
放
送
向
耐
水
、
術
醜

ま
た
は
露
内
蕊
雲
ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー

カ
等

註
自
下
座
縦
会
、
肘
輪
会
等
を
実

施
す
づ
肝
画
中
だ
す
。

謹
賀
新
年

雪
局
で
は
近
／
次
の
簡
明
に
投
酵
箱

霊
淵
諏
蕊
窪
唾
詣

一

施
に
万
全
か
期
す
る
た
沈
、
禰
威
者
で

あ
る
頑
地
方
哩
税
辨
務
所
畏
山
田
竹
一

氏
を
諦
師
に
ま
わ
き
十
六
日
か
ら
三
日

聞
鋸
押
え
処
分
要
領
に
つ
い
て
の
獅
習

会
を
開
照
す
論
。

な
お
附
近
町
村
役
堀
唾
只
の
希
望
箸
を

も
受
髄
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
よ
ろ
し
ゅ
う
御
座
い

ま
す
か
ら
、
ど
し
ど
し
御
投
書
下
さ
い

番
号
碗
付
場
所

一
金
木
駅
入
口

二
寺
町
高
孟
呉
服
店
横

三
小
川
町
郵
便
函
祇

四
川
倉
白
金
商
店
前

五
蔵
枝
村
田
商
店
前

六
蒋
田
田
中
商
店
前

七
‐
裡
場
告
知
板

一
、
場
所
金
木
町
鍾
事
堂

提
出
案
件
並
に
綺
果

一
、
金
木
町
保
育
所
設
震
条
例
中
一
部

改
正
に
つ
い
て

児
童
褐
祉
法
に
黍
く
捨
瞳
、
児
童
以

｜
た
し
た
い
。
（
女
責
肥
者
）

私
は
知
事
と
し
て
里
一
天
政
嬢
の
一
つ

で
あ
る
塞
一
の
『
子
弟
の
教
育
』
を
町

発
硬
の
要
素
と
し
て
挙
げ
た
の
も
、
こ

菫
皇
力
霞
は
、
尉
調
に
些

の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
当
町
の
中
、
小

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

下
の
優
秀
職
鍵
を
招
く
態
勢
を
整
え
る

程
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る

私
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
県
全
体
の

が
、
町
自
体
と
し
て
は
一
日
も
早
く
県

画
で
あ
る
し
、
そ
れ
と
と
も
に
金
木
の

教
育
水
準
を
中
央
並
に
向
上
さ
せ
る
計

教
育
態
勢
の
強
化
の
こ
と
も
考
え
て
い

る
故
、
町
の
皆
顕
方
に
も
よ
ろ
し
く
お

伝
い
願
い
た
い
。

最
後
に
暴
食
上
宝
第
の
教
童

こ
そ
は
町
発
展
の
『
原
動
力
』
で
あ
る

こ
と
季
串
述
べ
『
新
年
の
言
葉
』
と
い

澱
鍬
鍋
懸
鴨
唾
箙
準

所
を
制
限
し
亀
が
醤
足
で
あ
ゑ

投
護
函
を
備
付
け

町
民
の
声
を
聞
く

は
県
知
事
宛
提
出
し
た
も
の
を
町
村

同‐
長
宛
壷
録
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

一
、
職
風
団
体
の
壷
鐸
に
関
す
る
条
例

一
、
二
十
七
年
蕨
金
木
町
歳
入
観
出
追

費
用
弁
侭
条
例
餓
定
に
つ
い
て

教
育
蚕
貝
会
般
圃
に
依
る
条
例
で
あ

の
そ
の
額
は
黍
員
の
報
酬
月
額
一
千

円
、
蜜
用
弁
候
額
は
町
磯
会
議
員
両

観
で
豚
案
可
決

教
育
蚕
国
会
法
の
改
正
に
依
り
従
来

没
定
に
つ
い
て

加
予
算
に
つ
い
て

歳
入
追
加
額

観
出
遜
加
額

歳
入
の
主
な
る
も
の

届
け
な
け
れ
ば
六
千
円

助
金
支
出
の
主
な
る
も
の

選
挙
盤

役
場
愛
、
教
育
費
、
鮭
桑
委
員
会
狸

町
民
税
、
平
衡
交
付
金
、
国
、
県
補

一
、
六
七
八
、
五
三
八
門

一
、
六
七
八
、
五
三
八
門

金
木
町
固
定
童
西
評
贋
審
査
委
貝
会

や
圃
凰
劃
噸
山
田
勝
太
郎

外
委
蚊
一
同

｜

金
木
町
選
圭
管
理
委
興
会

委
頁
長
白
川
常
英

外
委
且
一
同

金
木
町
敏
琶
委
員
会
ｉ
ｌ
１
１

室
働
圃
ｕ
幅
士
言

外
蚕
風
一
同

金
木
町
民
生
蒐
矼
一
委
貝

金
木
町
璽
棄
委
員
会

会
畏
田
中
國
舌

外
委
員
一
同

金
木
町
県
青
所
迩
謹
委
真
会

委
■
聾
木
村
満
己

外
委
員
一
同

Ⅱ
園
高
剥
司
沢
田
繁
欠
郎

外
委
員
一
同 】

一一一一一
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蒔
田

十
月
十
七
日
男
十
七
名
、
女
十
一
名
計

わ
れ
た
邦
州
阿
米
埆
收
共
進
会
褒
貨
授

与
式
に
お
い
て
、
一
年
間
の
労
苦
が
報

い
ら
れ
、
沢
部
白
川
竹
治
氏
含
む
に
努

力
蛍
（
正
蛍
知
礪
愛
、
副
鐘
北
海
加
工

一
毒
製
鉄
、
昭
和
趣
エ
、
日
本
膿
莱
各

賞
）
が
授
与
さ
れ
た
。

な
お
詮
考
の
憲
料
と
し
て
特
蓑
の
船
越

敏
一
氏
（
南
郡
尾
上
町
）
及
び
技
術
優
良

吟､‐p凸、◆■も●p，Q●｡q凸争qqpp句句p毎qbDq今apq■ゆqbppq■●閏●◆Q･ｸ■勺■●●令･pQ心●■､●pqbepq・●■も●●q①ヂ､｡■ぬQ鈴､｡p凸,

我

吉
こ
の
附
近
に
は
小
鳥
小
騒
、
お
猿
さ
ん
の
お
家
、
シ
ー
ソ
、

春
凸
Ｑ
ｃ
ｑ
Ｇ
■
も
り
寺
Ｇ
Ｕ
４
■
。
■
タ
い
む
Ｂ
々
■
も
ｃ
Ｑ
ｏ
ａ
ｅ
ｐ
町
Ｏ
Ｇ
●
■
句
自
今
佇
む
ひ
も
寺
■
も
ｂ
◆
■
、
Ｑ
ａ
●
●
●
■
Ｇ
■
今
●
Ｑ
Ｇ
ウ
も
■
■
ゆ
も
凸
●
巳
日
◆
■
も
。
ケ
。
■
句
■
Ｑ
Ｌ
つ
ゆ
や
｝

部
落
だ
よ
り が

町
の
横
・
顔

参
七
匹
ｆ
罷
謬
も
廷
ゲ
ン
羅
慧
多
今
幾
諺
℃
矛
ア
２
を
ぐ
み
ア
ヮ
彩
り
ク
ア
、

．
、
滑
り
台
等
が
あ
り
、
大
人
も
小

。
供
も
楽
し
め
た
も
の
で
し
た
が
、
現

近
在
は
こ
う
い
つ
も
の
は
何
も
あ
り
ま

”
Ⅳ
せ
ん
。
当
時
は
逮
畉
が
一
」
れ
の
蜜
用

仰
を
出
し
一
Ｌ
い
た
と
承
わ
っ
て
お
り
ま

１石
す
が
、
町
当
局
で
何
か
考
入
て
お
ら

林
奴
ま
し
な
わ
費
抓
せ
下
さ
い
。

人
（
小
川
町
Ｋ
生
）

一

・

６

■

８

Ｆ
二池
註
年
砿
の
辞
迄
あ
こ
と
に
つ
い

部
て
は
少
し
触
れ
て
お
り
ま
す
が
、
二

ゞ
野
耽
雛
鮴
州
鯏
瀞
識
瀧

一
芦
設
と
と
も
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て

プ
ラ
ン
お
り
ま
す
。
（
町
長
）

ら
い
ロ
■
◆
Ｇ
タ
ゆ
。
口
々
④
○
ケ
■
Ｑ
日
寺
巳
■
。
■
心
■
令
①
七
○
む
ゆ
■
●
■
Ｇ
６
幸
●
屯
Ｑ
●
。
■
●
■
令
。
毎
●
●
の
■
。
■
や
●
も
●
印
争
一fufJ 旬

、

上
旬

~入 一

回 pqQ心｡●、 ､●

｜
壺
断
鶏
鴎
粥
娼
糎
逵
罷

五
○
○
名
に
つ
い
て
世
論
幸
｝
鯛
査
し
た

と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
繕
果
を
得
た

；
…
・
・
・
・
当
町
と
し
て
は
始
め
て

一
：
魯
：
の
『
こ
こ
ろ
み
』
で
も

あ
り
、
そ
の
上
農
繁
期
で
あ
る
関
係
上

回
答
率
竺
一
罰
位
だ
ろ
う
と
予
想
し
て

い
た
が
、
用
紙
を
配
布
し
た
五
○
○
名

の
う
ち
五
劃
一
秀
の
三
〈
五
名
の
回
答

者
が
あ
り
い
予
想
外
の
成
果
に
町
当
局

も
ホ
ツ
ふ
し
た
と
い
・
つ
と
こ
ろ
。

註

士十十九八七六五E
一

一

１
、
三
月
の
増
は
出
稼
ぎ
が
原
酎
。

２
、
評
鯆
峰
鰄
砿
繩
轤
一
善
一
漂
悪

．
ｌ
言
’
二
ｉ
三
一
１
二
一
１
号
’
三
一
’
三
１
三
一
１
言
ｌ
一
言
Ｉ
一
書
１
二
一
！
二
ｉ
三
一
１
－
言
１

保
育
所
の
ク
リ
ス
マ
ス

三
三
三
三
言
０
言
三
三
三
三
《
・
０
↑
二
三
三
三
三

一
プ
ニ
安

宅
、
霞
圭

三
全
西

夷
屋
七

一
〈
ご
因

二
〈
、
一
四
七

三
《
会

三
尤
凸

室
〈
、
〈
九
一
一

民
主
主
義
社
会
に

お
い
て
は
、
民
衆

の
世
論
が
政
策
を

決
定
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
昨

年
十
月
末
か
ら
十

一
月
初
句
に
か
け

、、、、、、、、

一一一一一一一一一一

四一色』四毒＝‐屋ヨヨ

毫塁含塁毫曼壱至言

一
購
娠
流
總
鱸
躍
澱
皿
撫

一
二
茗
（
四
二
・
七
％
）

麺
總
者
種
職
業
別
に
あ
げ
れ
ば
豊
保
熱
尉
麟
製
匪
擁
踊
罐
－
２
、
納
め
て
い
な
い

ひ
職
業
別
回
答
者
数
が
地
方
自
治
法
の
制
定
と
な
っ
て
あ
ら
一
茎
茗
（
五
七
・
二
％
）

農
業
一
二
一
名
わ
さ
れ
、
そ
の
裏
づ
け
と
な
る
財
政
の
“
『
町
溌
謂
緬
者
に
対
し
て
は
ど
つ
す
れ

商
譲
一
室
潔
誌
蕊
諏
蕊
率
珂
藤
分
種
し
た
方
が
よ
い

エ
業齢二
蕊
離
溌
糊
蕊
譲
維
２
、
よ
く
鰯
震
の
上
綴
震
な
と
こ
ろ
〆

そ
の
他

五
○
名
（
一
八
・
九
％
）

投
書
麹
別
回
答
者
数 （

一
千
七
年
由

月
別
誰
蕊
降
馨

一
二
、
七
己
人
二
、
委
天

，

二
三
己
．
《
二
、
一
襄

一
二
二
、
云
二
一
二
、
霊
●
一
一

四
↓
臺
毛
西
，
二
套
一
塞

五
三
、
毛
〕
三
三
重

で
あ
る
。

芦
野
公
園
駅
の
乘
降
壱

の
は
意
外
だ
っ
た
。

蒔
田
三
二
名
（
女
○
多
‐
：
…
．
：
、
新
恋
法
は
地
方
団
体
に

計
三
〈
五
名
（
女
八
名
）
‐
》
…
遜
壷
．
《
対
し
て
そ
の
自
治
糧
を

回
答
者
を
職
業
別
に
あ
げ
れ
ば
次
の

川藤駅小寺
jII

倉枝前町町

０
二
二
一
三
一
一
三
言
０
・
星
二
三
三
言
・
・
０
．
二
三
三
言
ゞ
６
．
二
二
三
三
言
雪
６
：
三
三
三
三
一
・
０
．
．
二
一
三
言
言
・
０

期
の
た
め
で
あ
る
。

１
１
１

九
七
名
（
女

七
九
名
（
女

一
二
名
（
女

一
名
（
女

三
五
名
（
女

五
古
）

二
害
）

○
壱

○
名
）

一
名
）

か
ら
贈
物
を
瓢
い
て
喜
ん
で
い
る
一

保
育
所
の
子
供
ぎ
ん
た
ち

■
■
●
■
■
・
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■

pロ

0

房,

蔵I‐B
ｰE

III
サ：
ン：
衣ロ

謹
室8
ノU

ノレロ
ロ

■■■ーP

一
蒔
田
、
川
倉
の
百

一
想
し
て
い
た
が
、

一
本
鯛
査
は
世
稻
主
を
対
象
に
し
た
爽
深

收
入
額

註①
れ
Ｈ
は
花
見

①
江
Ｈ
は
花
見
時
で
特
別
で
あ
る
が
八
一

眺
鮒
劉
纈
灘
融
雑
一

あ
る
。

②
士
、
日
咽
日
、
祝
奈
日
は
殆
ど
影
響

が
な
い
。

右
鯛
査
の
つ
い
で
に
『
ほ
ん
の
一
部
で

は
あ
る
が
町
全
体
か
ら
み
て
芦
野
公
魎

駅
を
廃
止
し
て
は
と
い
う
意
見
も
チ
ヨ

イ
チ
ヨ
イ
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
お
考
え
が
あ
り
ま
し
た
ら
？
』
と

お
零
れ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
駅
長
さ
ん

は
と
ん
で
も
な
い
と
い
｝
っ
口
鯛
で
次
の

ご
と
く
語
り
ま
し
た
。

公
園
駅
の
廃
止
総
よ
り
、
な
お
一
層

公
園
の
美
化
か
図
る
と
と
も
に
観
光

客
を
町
内
に
誘
引
す
べ
く
別
に
な
ん

ら
か
の
対
飯
を
鋼
ず
る
の
が
本
当
ぢ

上
女
の
回
袴
者
が
少
か
つ
た
け
れ
ど
、

次
回
の
鯛
査
に
は
女
の
方
に
も
御
協
力

種
得
る
よ
う
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
い

る
。

鮭
繁
期
で
あ
っ
た
た
め
駅
前
、
藤
枝
、

蒔
田
、
川
倉
の
回
答
者
の
少
い
の
は
予

想
し
て
い
た
が
、
譲
極
の
一
名
と
い
う

f･九ノ十
一

十
一敗

ヨ
ー
輩
フ

桑
塞
垂

二
、
奈
枩

二
、
左
一

三
、
〕
〕
で

天
、
宣
く

｛
声

(一
三
垂
一
〃

二
乗
七

二
、
会
垂

三
宅
一

天
向
型

一
、
毛
電
圀
率
門

－
０
↑
二
三
三
三
一
三
・
０
・
一
三
三
三
言
言
０
皇
二
三
三
三
言
・
０
量
三
三
三
言
言
り
畠
二
三
三
言

ｌ

政
は
、
そ
の
住
民
の
黄
任
に
お
い
て
行
け
差
押
処
分
を
し
た

＆

い
、
し
か
も
住
民
の
希
望
す
る
方
向
に
、
一
八
六
名
（

活
動
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
３
、
差
押
処
分
は
し
な

い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
治
体

二
九
名
（

の
自
主
的
な
運
堂
に
必
硬
な
財
源
の
雁
▲
『
差
押
処
分
を
し
た

腰
に
つ
い
て
も
住
民
自
身
が
寅
任
を
も
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
通
り

つ
方
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

納
め
て
い
る
者

齪
摺
澱
溌
型
蝿
唖
鯉
▲
射
野
郷
竜

織
が
ど
ん
な
風
に
考
え
て
い
る
か
を
測
だ
け
ま
抑
処
分
な
し

定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

者
の
内
訳

質
問
事
項
と
し
て
は
『
町
税
灘
納
者
に
納
め
て
い
る
者

対
し
て
ば
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
』
と
い
納
め
て
い
な
い
者

う
こ
と
を
主
眼
に
し
て
噸
査
し
た
が
、
▲
『
達
押
処
分
は
し
江

そ
の
繕
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
｜
者
の
内
訳

『
町
税
に
つ
い
て
』
納
め
て
い
る
者

１
、
納
め
て
い
る
納
め
て
い
な
い
塞

舟
ｆ
０
で
、
カ
ー
〃

以
伽
は
津
鉄
で
泄
台
、
ブ
ラ
ン
コ
等

を
つ
く
り
、
小
蝸
や
お
渡
さ
ん
零
も

撹
獅
螺
創
糾
準
脈
塑
と
與
阯
を
耐
＃
咳

る
が
、
そ
れ
だ
け
に
差
押
処
分
に
は
愼

薦
に
調
査
し
た
上
執
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
ば
な
か
ろ
う
か
。

蝮
狸
剖
巽
ｆ
も
．
一
・
十
じ
く
ノ
グ
グ
レ
コ
コ
Ｊ
ノ
西
Ｃ
・
眉
１
１
〃

え
な
い
状
態
で
す
。
そ
ん
な
ひ
ど
い

こ
と
を
申
さ
な
い
で
、
も
つ
と
も
つ

け
差
押
処
分
を
し
た
方
が
よ
い
Ｌ

Ｌ

、
一
八
六
名
（
七
○
・
一
％
）

３
、
差
押
処
分
は
し
な
い
方
が
よ
い

二
九
名
（
二
・
○
％
）

▲
『
差
押
処
分
を
し
た
方
が
よ
い
』
者

の
内
訳
は
つ
ぎ
の
通
り

納
め
て
い
る
者
三
八
名

納
め
て
い
な
い
者
三
茗

▲
『
よ
く
闘
査
の
上
、
悪
磁
な
と
こ
ろ

だ
け
塞
押
処
分
を
し
た
方
が
よ
い
』

者
の
内
訳
〆
〃

納
め
て
い
る
者
七
七
名

納
め
て
い
な
い
者
二
舸
名

▲
『
達
押
処
分
は
し
な
い
方
が
よ
い
』

者
の
内
訳

納
め
て
い
る
者
三
名

ゞ
納
め
て
い
な
い
者
三
〈
名

町
税
浄
鞆
め
て
い
な
い
い
わ
ゆ
る
滞
納

，
者
の
中
の
二
一
六
名
（
約
八
二
％
）
が

町
瀞
蒲
納
者
の
差
押
処
分
に
対
し
て
餐
一
に
か
ら
れ
て
動
く
か
ら
こ
れ
を
一
歩

成
し
て
い
る
の
は
面
白
い
現
象
で
あ
る

一
歩
縄
め
て
導
い
て
ゆ
く
こ
と
が
必

町
当
局
と
し
て
は
心
強
い
限
り
で
は
あ

要
だ
。

る
が
、
そ
れ
だ
け
に
差
押
処
分
に
は
愼
四
、
ひ
と
り
よ
が
り
の
政
治
に
は
必
す

？
・
二
三
三
雪
盲
・
６
三
三
三
言

し

【
卿
Ｆ
公
』
一
○
ｎ
Ｖ
ト
ォ
、
テ
レ
０
０
Ｊ
▲
■
刈
凸
記
ｆ
Ｖ
－
‐
１
Ｔ
Ｊ
Ｊ
今
１
》
鼻

ロ
ジ
エ
ク
ト
鯉
獲
物
鈷
許
会
佗
州
慨
し

父
兄
並
に
一
般
地
方
民
の
認
醗
を
新
た

訊
駒
実
議
糾
耀
認
鎌
一
職
僻
》
邸
繩
椛
馴
叫

一
一

階
で
は
窮
屈
で
い
け
な
い
。

一
加
轌
岬
郡
・
・
寺
Ｊ
１
‐
“
く
２
１
１
ｆ
７
１

二
、
町
穣
会
が
い
つ
あ
る
の
か
不
明
の
｜
小
生
も
被
給
付
金
者
で
あ
る
が
、
給
付

と
き
が
多
い
。
町
熱
会
の
動
き
が
到
金
相
当
額
の
町
税
は
納
め
な
い
つ
も
ｈ

｜
ら
な
い
か
ら
政
治
的
な
面
に
対
し
て

一
の
町
民
の
霞
が
冷
い
の
暦
な
か

で
い
る
。

商
業
男
四
十
八
幸

一
瞬
融
灘
瀦
瀧
緬
鯏
一
錨
禍
灘
澱
噸
墓
額
《

｜
蕊
蝿
濫
蛎
離
職
一
二
蹄
潔
震
霊
で
鱸
》

三
、
金
木
は
屡
村
だ
。

農
業
男
五
十
巴

を
蝿
い
て
み
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
の

が
あ
っ
た
か
ら
二
、
三
紹
介
し
て
み
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
男
三
一
《
十
四
歳

一
、
町
議
会
の
悔
聰
は
現
在
の
役
鋤
二

階
で
は
窮
屈
で
い
け
な
い
。

非
燃
に
親
し
そ
う
で
あ
り
圭
た
協
力
一
二

、
金
木
は
屡
村
だ
。

的
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
部
藷
感
置

瀝
閥
感
櫨
が
強
い
。
そ
し
乙
瞬
争
心

反
謹
が
く
る
。

隆
乗
男
三
十
域

目
鵬
鍬
淫
細
既
一

《
■
▼
，
↓
ニ
ニ
一
二
一
二
一
一
吉
智
▲
■
▼
一
一
一
二
一
二
一
三
一
一
言
舌
▲
■
宮

》
・
世
論
眼
査
の
つ
い
で
に

三
二
一
一
三
凸
▲
■
｜
▼
《
二
一
三
三
一
一
二
二
▲
■
▼
二
三
三
三
三
▲
■
マ
ニ
三
三

腺
隅
囲
・
屯
１
。
↓
Ⅱ
少
ｆ
Ｆ
屯
伊
Ｊ
ｇ
、
糾
Ｉ
、
ｏ
ｐ
ｌ
－
４
８
〆
ｊ
ｌ
－
ｊ
Ｌ
９

少
壮
の
角
田
教
諦
め
揖
導
の
も
と
に
理

学
ク
ラ
ブ
の
活
眼
も
俄
然
活
発
に
な
つ

不
明
朗
な
国
民
錘
脹
傑
随
の
廃
止
し
一
律

税
町
理
事
者
の
責
任
に
お
い
」
支
払
う

べ
き
国
保
給
付
金
（
県
か
ら
糞
払
令
審

が
担
任
城
風
に
来
て
い
る
筈
）
に
つ
い

て
は
一
言
の
釈
明
も
な
く
町
税
認
納
者

の
不
穂
の
み
責
め
る
こ
と
は
納
得
が
い

一
、
町
税
の
大
口
滞
納
者
記
断
呼
譲

処
分
に
付
す
る
厄
と

小
者
を
幾
ら
蚕
促
し
て
も
大
し
た

と
は
な
い
答
だ
。

二
、
理
奉
者
の
若
き
欄
鶏
に
よ
り
型

よ
り
も
英
断
を
も
っ
て
す
る
言
１
戸

切
望
す
る
。
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